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幸

手

駅

舎

の

橋
上
化
に
向
け
て

　

市
で
は
、
幸
手
駅
舎
を
橋
上
化

す
る
と
と
も
に
、
線
路
と
倉
松
川

に
よ
り
分
断
さ
れ
た
東
西
の
地
区

を
結
ぶ
自
由
通
路
に
つ
い
て
、
一

体
的
な
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
、
整
備
が
完

了
し
た
東
口
駅
前
広
場
と
西
口
土

地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
整
備
す

る
西
口
駅
前
広
場
な
ど
の
行
き
来

が
容
易
に
な
り
、
ま
た
、
新
た
に

西
口
か
ら
も
直
接
鉄
道
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
事
業
と
し
て
、

橋
上
駅
舎
お
よ
び
自
由
通
路
建
築

工
事
に
向
け
、
夏
ご
ろ
に
は
、
仮

駅
舎
建
築
工
事
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。

▼
今
後
の
事
業
予
定

<

平
成
27
～
28
年
度>

仮
駅
舎
建
築
工
事

<

平
成
28
～
29
年
度>

　

橋
上
駅
舎
・
自
由
通
路
建
築
工
事

<

平
成
30
年
3
月
末>

　

橋
上
駅
舎
・
自
由
通
路
利
用
開
始

※
な
お
、
自
由
通
路
の
壁
面
に
つ

い
て
、
地
域
の
景
観
に
配
慮
し
た

よ
り
親
し
み
や
す
い
も
の
と
す

る
た
め
、
3
つ
の
デ
ザ
イ
ン
の

中
か
ら
ア
ク
セ
ン
ト
カ
ラ
ー
の

投
票
を
行
い
ま
す
。
本
紙
折
込

み
チ
ラ
シ
を
参
照
の
上
、ぜ
ひ
、

投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

７
月
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
の

申
請
受
付
・
交
付
を
開
始

　

こ
れ
ま
で
、
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請

の
受
付
け
や
交
付
は
、
県
の
パ
ス

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

7
月
か
ら
、
み
な
さ
ん
の
利
便

性
向
上
の
た
め
、
県
か
ら
の
権
限

移
譲
を
受
け
、

市
役
所
本
庁
舎

市
民
課
窓
口
に

お
い
て
、
パ
ス

ポ
ー
ト
の
申
請

デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム

の
運
行
を
開
始
し
ま
す

　

み
な
さ
ん
の
日
常
生
活
を
支
え

る
足
と
な
る
公
共
交
通
網
を
確
保

し
、
公
共
施
設
な
ど
へ
の
移
動
を

円
滑
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
よ

り
便
利
な
交
通
手
段
と
し
て
、
デ

マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に

導
入
し
ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
は
、

決
ま
っ
た
時
間
に
決
ま
っ
た
ル
ー

ト
を
運
行
す
る
路
線
バ
ス
や
、
自

由
な
時
間
に
自
由
な
場
所
で
乗
降

り
が
で
き
る
タ
ク
シ
ー
と
は
異
な

り
、
あ
ら
か
じ
め
利
用
登
録
を
し

た
上
で
、
電
話
予
約
に
よ
り
、
自

宅
な
ど
か
ら
目
的

地
へ
、
ま
た
、
目

的
地
か
ら
自
宅
な

ど
へ
と
乗
合
い
に

よ
り
移
動
す
る
運

行
形
態
で
す
。

※
利
用
登
録
や
利

　

用
方
法
な
ど
の

古川橋の架替えに向け
仮橋の工事を行います

を
行
う
と
と
も
に
、
平
成
27
年
度

に
は
、
古
川
橋（
下
吉
羽
～
下
宇

和
田
）
の
架
替
え
に
向
け
た
仮
橋

設
置
工
事
を
行
い
ま
す
。

▼
公
園
施
設

　

公
園
施
設
長
寿
命
化
の
た
め
、

公
園
の
遊
具
な
ど
に
つ
い
て
計
画

的
な
更
新
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
し
尿
処
理
施
設

　

平
成
26
・
27
年
度
の
2
か
年
で

実
施
し
て
い
る
ひ
ば
り
ヶ
丘
桜
泉

園
の
し
尿
処
理
施
設
改
良
工
事
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

受
付
け
お
よ
び
交
付
を
開
始
し
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
広
報
さ
っ
て
6
月
号
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

駅の東西が自由通路でつながります

〔完成予想図〕
<

平
成
29
年
度
開
室>

　

・
吉
田
小
学
校

　

・
八
代
小
学
校

老
朽
化
し
た
施
設
の

長
寿
命
化
を
図
り
ま
す

　

市
で
は
、
昭
和
40
年
代
後
半
～

50
年
代
の
人
口
急
増
期
に
多
く
の

公
共
施
設
を
建
設
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
、
建
設
か
ら
30
年
以
上
が

経
過
し
、
今
後
、
大
規
模
な
修
繕

や
建
替
え
の
時
期
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
地
域
の
状
況
や
、

み
な
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま

え
、
計
画
的
な
維
持
更
新
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

▼
橋
り
ょ
う

　

安
心
で
円
滑
な
通
行
の
確
保
の

た
め
、
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕

計
画
に
基
づ
き
、
道
路
橋
の
点
検

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
さ
っ

て
5
月
号
な
ど
で
、
ご
案
内
し

ま
す
。

全
小
学
校
敷
地
内
に

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

　

保
護
者
が
就
労
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
昼
間
家
庭
に
居
な
い
児
童

に
、
学
校
の
余
裕
教
室
な
ど
を
利

用
し
て
、
適
切
な
遊
び
や
生
活
の

場
を
提
供
す
る「
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
」
は
、
現
在
、
市
内
に
7
か

所（
う
ち
5
か
所
は
小
学
校
敷
地

内
）あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
小
学
校
の
敷
地
内
に
設

置
さ
れ
て
い
な
い
、
つ
ぎ
の
4
小

学
校
に
つ
い
て
、
新
た
な
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
に
向
け
、
新

設
の
た
め
の
工
事
や
設
置
準
備
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
今
後
の
事
業
予
定

<

平
成
28
年
度
開
室>

　

・
権
現
堂
川
小
学
校

　

・
さ
く
ら
小
学
校
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プレミアム付商品券発行などのお知らせ
　市では、国の「地域住民生活等緊急支援のための交付金」を活用しながら、平成 27 年度に以下の事業を
実施していきます。詳細については、それぞれ準備ができ次第、広報紙や市ホームページ（http://www.
city.satte.lg.jp/）などでお知らせしていきます。

事業名 内容 開始時期 問合せ

プレミアム付商品券の発行

商工会と連携し、市内商店などで利用でき
るプレミアム付商品券（プレミアム率 30%）を
発行します。商品券 1冊 10,000 円で 13,000
円分のお買物ができます。

5月下旬
本紙折込み

参照

商工観光課
☎（43）1111

内線 592
（43）1123

多子世帯への商品券の給付
中学生以下の子どもを 3 人以上養育する世
帯に市内の商店などで利用できる商品券

（13,000 円分）を給付します。
6月上旬

子育て支援課
☎（42）8454
（42）2130

子育て世帯への
幸手産特別栽培米コシヒカリの給付

中学生以下の子どもを養育する世帯に幸手
産特別栽培米コシヒカリ（精米 5 ㎏）を給付
します。

9月下旬

多子世帯の保育料の軽減 保育所を利用する子どものうち、第 3 子以
降の2歳以下の子どもの保育料を免除します。

4月
（6頁参照）

不妊治療費の助成
不妊に悩む夫婦の不妊治療費を助成します。
対象者は、県の不妊治療費助成事業の決定
を受けた人で、助成限度額は 100,000 円です。

4月
（16頁参照）

健康増進課
☎（42）8421
（42）2130

3 世代の
同居・近居支援のための助成

親・子・孫の 3世代の同居・近居を支援する 
ため、住宅取得購入費の一部を助成します。
限度額は 500,000 円です。

5月

政策調整課
☎（43）1111

内線 242
（43）3783

（ ）

住宅リフォーム費用の一部補助 住宅用太陽光発電システム
設置に対する補助

対象　つぎのすべての要件に該当する人
①市内にある住宅（共同住宅の場合は専有部分）に

居住している
②市税や市の各種貸付制度において滞納がない
③対象工事が市のほかの助成制度による補助を受

けていない
④対象住宅が過去にこの補助を受けていない

▼補助額　工事、設計費（税抜き）の 5％相当額
※ 1,000 円未満切捨て。100,000 円を上限とし、予算
の範囲内で申込み順

▼申込み　見積書と市税の完納証明書（税務課で発行）
を持参の上、直接建築指導課窓口へ

　前期／ 4月 10日（金）から　後期／ 9月 2日（水）から
▼対象工事・設計　設計、工事費が 20 万円以上（税抜
き）で、平成 27 年 4 月 1 日以降に着工・着手し、平
成 28 年 2 月 29 日までに完了するもの

※工事・設計が、すでに完了しているものは対象外
※市内施工業者・設計業者に発注したものが対象
・改築工事　住宅の全部または一部を取り壊し、改め

て住宅部分を建築する工事
・増築工事　住宅部分の床面積を増加させる工事
・修繕・模様替え　住宅本体の修繕、模様替え
・設備工事　台所、浴室、洗面所、暖房・給湯機・省

エネルギー設備
・公共下水道への接続工事
※工事を伴わない物置やインテリア機器などの物品の
購入は対象外です。また、住宅の耐震診断・耐震補
強工事には、別の補助制度があります。

問合せ　建築指導課☎（43）1111 内線 572・（43）7656

対象　市内に住所を有し、自らが現に居住し、または
居住しようとする住宅に初めて太陽光発電システム
を設置し、かつ、つぎのすべての要件に該当する人
①平成 27 年 4 月 1 日以降に工事契約を締結し、平

成 28 年 2 月 29 日までに工事が完了するもの
②市税などの滞納がない
③対象住宅や敷地が関係法令に違反していない
④対象工事が市のほかの助成制度による補助を受

けていない
※賃貸住宅および集合住宅の場合、太陽光発電システ
ムが設置されている住宅を購入する場合、法人が申
請する場合は対象外

▼太陽光発電システムの条件
　一定の認証、性能保証が確保されている未使用品を
使用し、かつ、電力会社と電灯契約を締結し、系統
連結を行うこと

▼補助額　太陽光発電システム 1Kw あたり 20,000 円
※ 80,000 円を上限とし、予算の範囲内で申込み順
▼申込み　4 月 13 日（月）から交付申請書に下記添付
書類を添え、直接環境課窓口へ（郵送不可）

※申込みは、太陽光発電システムの工事着手前に行っ
てください。

▼添付書類
①工事内訳が明記された契約書（見積書）の写し
②設置工事着手前の現況写真
③設置する場所の略図
④発電システムの形状、規格などを示すカタログ
⑤市税の完納証明書

問合せ　環境課☎（48）0331・（48）2226


